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25 名

以下の資料を必ず添付して申請してください。

収支決算書に記載した費目の領収書のコピー（折り曲げず、領収書貼付用台紙に貼り付けて提出ください）

・複数ページにまたがっていただいても結構です。
・本報告書の内容は、当協会ホームページ等で公表します。写真等は公表しても差し支えのないものをご提供ください。

４．活動目的
定例会への参加を通じて日本語や漢字の知識を深めるとともに、会員及びゲストの相互
の親睦と交流、情報交換を図る。

７．参加人数 内訳（小学生　　名、中学生　　名、高校生　　名、 一般　25　名）

８．活動結果
（自由記述・写真
貼り付け等可）

★定例会開催日時：毎月第２土曜日　9:30～12:00
・漢検２級レベル以上の漢字の読み書き問題
・漢字、日本語その他文化に関する自由テーマでの研究発表
・創立25周年記念講演会（円満字二郎氏）　2025.5.10

《参考　2025/4/12　発表内容》
漢字学習　「第288回定例会　書き問題」　〈発表担当：鈴木〉
自由課題　「漢字の基本エトセトラ」　〈発表担当：高橋〉

◆「アゼクラヅクリの見事な建物。」⇒解答：校倉造
◆「この倉には宝物がチョクフウされている。」⇒解答：勅封
◆「宴にバイセキさせていただく。」⇒解答：陪席
◆「花がホコロびる。」⇒解答：綻
◆1,何故「中国字」と言わないで「漢字」と言うのか?
◆2.「薔薇」という字はバラに似ていると言うのは本当か?
◆3.「 凸」(トツ)や 「凹」(オウ)は 漢字か?⇒
　　漢字の条件は形・音・義の三位一体を備えていることである。
　　凸 (トツ)、 「凹」(オウ)はこの条件に適っている。　議事録より。

★創立25周年記念会にて円満字二郎氏の講演会を開催
　演題「昭和・平成　漢和辞典史」（右写真、受講の様子）
　会員のみならず、漢字教育士などを通じて全国から多くの方が参加。
　漢和辞典の歴史と変遷、種類や特徴などを学ぶことができた。

【様式２-２】漢字まなび活動助成制度　収支決算書

３．活動場所 １．川崎市産業振興会館　２．ミューザ川崎　３．横浜市社会福祉センター

５．対象 神奈川県、埼玉県、東京都ほか、主に関東在住の方。

６．参加費 見学またはゲストの場合、参加費は無し　（会員は年会費：4,000円）

下記の活動について活動を終了いたしましたので、報告いたします。

１．活動名 横濱漢字の会　定例会

２．活動日
　　活動期間

2025/4/12〜2026/3/14
毎月第２土曜日　9:00～12:00

公益財団法人 日本漢字能力検定協会
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団体名： 横濱漢字の会

代表者名： 藤本正史

書類の送付先

公益財団法人 日本漢字能力検定協会 「漢字まなび活動助成」係

メール：planning@ic.kanken.or.jp
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